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【７月の休館日】
５日月・12日月・19日月・22日木　・23日金　・
26日月・29日木

近
世
か
ら
近
代
の
石
岡
を
代
表
す
る
産
業
に

酒
・
醤
油
な
ど
の
醸
造
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

内
、
醤
油
は
明
治
末
期
を
境
に
衰
退
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
原
因
は
野
田
等
の
生
産
地
と
比
べ
東

京
な
ど
へ
の
販
路
拡
大
に
熱
心
で
な
か
っ
た
た
め

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
石
岡
の
醤
油
醸
造
業

も
無
抵
抗
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

石
岡
を
代
表
す
る
醸
造
家
の
一
人
で
あ
る

村む

ら

た田
宗そ

　
う
　
え
も
ん

右
衛
門
関
連
の
文
書
群
か
ら
内
国
勧
業
博

覧
会
関
連
の
史
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
内
国
勧

業
博
覧
会
は
国
内
産
業
の
発
展
・
交
流
を
目
的
と

し
、
各
地
の
特
産
品
や
美
術
工
芸
品
な
ど
を
集
め

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
期
に
５
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
見
つ
か
っ
た
史
料
は
明
治
23
年

(
１
８
９
０
)
の
第
３
回
に
出
展
し
た
際
の
文
書

の
控
え
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

石
岡
か
ら
は
村
田
宗
右
衛
門
と
一い

っ
し
き色
宗そ

う
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
が
醤

油
を
出
展
し
て
い
ま
す
。
販
路
拡
大
に
消
極
的
な

商
人
が
多
い
中
、
そ
の
流
れ
に
抗

あ
ら
が

い
石
岡
の
醤
油

を
全
国
に
広
め
よ
う
と
し
た
醸
造
家
も
存
在
し
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
近
代
石
岡
の
商
業

の
新
た
な
一
面
を
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
史
料
で

す
。ふ

る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
村
田
宗
右
衛
門
家

に
残
さ
れ
た
文
書
・
書
籍
な
ど
か
ら
豪
商
の
姿
を

探
る
展
示
を
開
催
中
で
す
。
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

豊かな自然に育まれたふるさと〝いしおか″の魅力を再発見！
「観光」「歴史」「農産業」隣接した農村資料館と連携し、よ
り深い学びができる図書館を目指して準備を進めています。
この新図書館が、子どもから大人まで、多くの皆さんに親し
まれるものとなるよう、名称を募集します。
募集期間：７月１日木～ 24日土（当日消印有効）
応募方法：応募用紙に記入の上、図書館へ持参または郵送
※応募用紙は、中央図書館ほか市内公民館などに設置
※図書館のホームページからも応募可能

【７月のイベント】
ナイト・ライブラリー・ツアー開催！
夜の図書館へご案内！普段は入れ

ないバックヤードや屋上へ行ってみ
よう！
日時：①７月 28日水 ②８月３日火

いずれも午後７時 30分～
対象：親子で各日 10組
申込：７月１日木から電話で受付

祝祝

▲内国勧業博覧会関連史料

名称募集、イベントの詳細、
資料検索・予約は図書館公
式HPで
http://lib.city.ishioka.lg.jp

八郷総合支所の２階に誕生する
新図書館の名称を募集します
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俳
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玄
関
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朝
摘
み
薔
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除
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光
台
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台
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岡
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会
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岡
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私たち石岡三曲協会の会員は、一年を通して
箏（琴）、三絃（三味線）、尺八での合奏の研鑽を
積んでいます。石岡市文化祭では演奏会を行な
い、また、まちの文化一日体験では市民の皆さ
んに楽器に触れていただいたり、簡単な曲に挑
戦していただいたりと一緒に楽しんでいます。
演奏会の舞台は一見華やかに映りますが、発
表までには何度も練習を重ね、音が飛び出さな
い “間 ”の取り方や、楽譜の再検討などを行い
ます。演奏する曲には30分程の長いものもあ
りますが、通常は13分程度に抜粋したものを

聴いていただいています。
当会でも、やはりコロナ禍の影響はあります

が、飛沫の防止や換気に努めながら短時間で集
中して練習するよう心掛けています。
会員数：41人　年会費：2,000 円
問川村美津子　℡ 22-2597

第32回

石岡三曲協会


